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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
今
年
度
は
「
狂
言
」
を
実

施
）
も
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
以
来
、
人
類
の
歴

史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
演
劇
の
社
会
的
役
割

を
明
示
し
て
、
当
協
会
の
存
在
価
値
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
社
会
に
対
し
て
示
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

理
事
会
員
の
皆
様
に
は
、
当
協
会
の
活
動
に

対
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
事
務
局
長
に
曽
田
修
司
さ
ん

　

昨
年
十
一
月
よ
り
、
事
務
局
長
に
曽
田
修
司

氏
を
迎
え
ま
し
た
。
氏
は
、
跡
見
学
園
女
子
大

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教
授
で
あ
り
、
ア
ー
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
で
す
。
大
学
で
の
職

責
に
加
え
て
、
新
た
に
外
部
役
職
の
兼
務
と
い

う
か
た
ち
で
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
公
益

法
人
改
革
を
は
じ
め
と
し
て
、
法
人
経
営
に
力

を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
前
事
務
局
長
の
小
田
切
よ
う
こ
理

事
は
、
国
際
理
事
と
し
て
、
ま
た
、
国
際
演
劇

年
鑑
の
編
集
発
行
等
に
引
き
続
き
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
事
務

局
体
制
に
対
し
て
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
は
、
昭
和
二
十
六
年
の
設
立
以
来
、
演

劇
文
化
の
向
上
と
国
際
交
流
の
進
展
に
寄
与
す

べ
く
、
演
劇
に
関
す
る
調
査
研
究
を
主
要
な
活

動
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
近
年
で
は
、

純
粋
な
調
査
研
究
に
留
ま
ら
ず
、
一
般
に
知
ら

れ
る
機
会
の
少
な
い
秀
作
戯
曲
に
つ
い
て
将
来

の
上
演
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
ド
ラ
マ

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
多
数
手
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
八
月
に
は
、「
国
際
児
童
青
少
年
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
お
き
な
わ
（
キ
ジ
ム
ナ
ー

フ
ェ
ス
タ
）
二
○
○
九
」
で
二
作
品
（「
ハ
ン

ナ
と
ハ
ン
ナ
」、「
ナ
イ
ト
ブ
ラ
イ
ン
ド
」）
を

上
演
し
た
ほ
か
、
十
一
月
に
は
、
早
稲
田
大
学

大
隈
講
堂
で
「
感
劇
・
環
境
」
と
題
し
て
日
中

独
三
カ
国
の
戯
曲
を
上
演
、
さ
ら
に
十
二
月
に

は
、
日
本-
ド
ナ
ウ
交
流
年
に
因
ん
で
セ
ル
ビ

ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
三
戯
曲
を

紹
介
す
る
「
バ
ル
カ
ン
半
島
の
同
時
代
演
劇
」

の
上
演
な
ど
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
果
敢
に
取
り
組
み
、
成

果
を
あ
げ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
文
化
庁
の
人

材
育
成
支
援
事
業
と
し
て
、
毎
年
、
伝
統
芸
能

皆
様
に
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
も
最
初
の
十
年
の
区
切
り
の
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
も
、
時
代
の
変
化
が
激
し
い
こ
と
を
実

感
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
が
続
き
ま
し
た
。
私
た

ち
を
と
り
ま
く
環
境
に
目
を
や
っ
て
も
、
一
昨

年
来
、
公
益
法
人
改
革
が
進
行
中
で
あ
り
、
平

成
二
十
五
年
ま
で
に
、
こ
れ
ま
で
の
社
団
法
人

（
現
在
は
特
例
民
法
法
人
）は
、公
益
社
団
法
人
、

一
般
社
団
法
人
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
そ
う
で
な
け
れ
ば
解
散
）
と
い

う
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
に
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
政
府
の
行

政
刷
新
会
議
に
よ
る
「
事
業
仕
分
け
」
の
例
に

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
昨
今
で
は
政
府
機
関
か

ら
民
間
団
体
に
委
託
さ
れ
る
事
業
や
補
助
金
に

つ
い
て
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
当
協

会
の
所
轄
官
庁
で
あ
る
文
化
庁
の
事
業
も
、
昨

年
の
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
、
廃
止
・
縮
減
さ

れ
る
事
業
と
新
設
・
拡
充
さ
れ
る
事
業
が
は
っ

き
り
分
か
れ
、
二
十
二
年
度
予
算
に
も
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。　

― 

演
劇
の
社
会
的
役
割
を
示
す
活
動
を

ご
挨
拶

会 

長
　
永 

井 

多 

恵 

子
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歌
舞
伎
座
広
告

　
　

市
を
舞
台
に
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
毎
年
夏

開
催
さ
れ
て
い
る
一
大
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

だ
。
十
数
か
所
に
上
る
会
場
が
す
べ
て
徒

歩
圏
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
海
外
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
感
覚
を
兼

ね
備
え
た
「
目
に
見
え
る
」
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
毎
年
、
日
本
を

含
む
世
界
十
数
カ
国
か
ら
児
童
青
少
年
演

劇
の
劇
団
、
海
外
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
演
劇
教
育
の
実
践
家

と
い
っ
た
関
係
者
、
さ
ら
に
は
そ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
支
え
る
日
本
人
ス
タ
ッ
フ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
何
百
人
も
大
挙
し

て
、
米
軍
基
地
の
町
に
集
う
。
こ
の
構
図

は
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
に
は
少
し

わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ

に
キ
ジ
ム
ナ
ー
フ
ェ
ス
タ
の
単
な
る
イ
ベ

ン
ト
的
祝
祭
で
は
な
い
、
そ
の
政
治
性
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ
り
、
演
劇
の
力
が
た

し
か
に
試
さ
れ
る
場
と
な
っ
て
き
た
。

　

そ
の
よ
う
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、
児

童
青
少
年
演
劇
の
戯
曲
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

を
も
っ
て
Ｉ
Ｔ
Ｉ
が
参
加
す
る
と
い
う
意

味
を
担
当
者
と
し
て
何
度
と
も
な
く
考
え

た
。
そ
も
そ
も
児
童
青
少
年
を
対
象
と
し

て
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
特
殊
な
上

演
形
態
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か

（
沖
縄
で
は
大
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で

も
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
行
わ
れ
た
こ
と
が
な

い
ら
し
い
）。
ま
た
、
児
童
青
少
年
演
劇

に
特
化
し
た
姉
妹
組
織
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｊ

と
の
「
役
割
分
担
」
が
あ
る
。
一
方
で
、

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
を
自
称
す
る
大
人
を

対
象
と
し
た
演
劇
と
、
児
童
青
少
年
演
劇

と
の
あ
い
だ
に
あ
る
確
固
と
し
た
「
壁
」

が
打
ち
破
れ
る
の
か
…
。

　　

考
え
あ
ぐ
ね
る
な
か
で
、
二
つ
の
戯
曲

に
出
会
っ
た
。

　

ジ
ョ
ン
・
レ
タ
ラ
ッ
ク
作
『
ハ
ン
ナ
と

ハ
ン
ナ
』（
イ
ギ
リ
ス
）、
そ
し
て
ダ
ー

リ
ャ
・
ス
ト
ッ
カ
ー
作
『
ナ
イ
ト
ブ
ラ
イ

平
成    

年
度

ド
ラ
マ 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

三
題

■ 

キ
ジ
ム
ナ
ー•

フ
ェ
ス
タ
（
沖
縄
）

■ 

感
劇•

環
境

■ 

紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇

報
告 
１

21

Ｉ
Ｔ
Ｉ

ド
ラ
マ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

＠
キ
ジ
ム
ナ
ー
フ
ェ
ス
タ

中 

山 

夏 

織

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
事
業
と
し
て
は
少
し
ば
か

り
異
彩
を
放
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、

「
二
〇
〇
九
国
際
児
童
青
少
年
演
劇
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
お
き
な
わ
（
キ
ジ
ム
ナ
ー

フ
ェ
ス
タ
）」
に
参
加
し
て
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
公
演
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
八
月
六

日
と
七
日
、
沖
縄
県
沖
縄
市
の
「
沖
縄
働

く
婦
人
の
家
」
で
二
作
品
、
各
三
回
の
上

演
を
行
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
異

彩
を
放
つ
意
味
は
、
東
京
で
の
実
施
で
は

な
い
こ
と
、
児
童
青
少
年
演
劇
の
戯
曲
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
集

約
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

キ
ジ
ム
ナ
ー
フ
ェ
ス
タ
は
沖
縄
県
沖
縄
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が
戯
曲
を
読
ん
で
、「
マ
ナ
カ
ナ
」
が
手

を
あ
げ
て
く
れ
た
。
ま
た
、『
ナ
イ
ト
ブ

ラ
イ
ン
ド
』
に
も
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
持
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
俳
優
た
ち
が

集
ま
っ
た
。
キ
ャ
ス
ト
も
ス
タ
ッ
フ
も
誰

も
が
児
童
青
少
年
演
劇
は
初
体
験
だ
っ
た

が
、
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
楽
し
ん
で
く
れ

て
い
た
こ
と
が
た
の
も
し
く
感
じ
ら
れ

た
。
キ
ジ
ム
ナ
ー
フ
ェ
ス
タ
広
し
と
い
え

ど
も
、
プ
ロ
に
よ
る
参
加
作
品
で
、
キ
ジ

ム
ナ
ー
フ
ェ
ス
タ
開
幕
以
前
に
初
演
さ
れ

て
い
な
い
作
品
は
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
大

き
な
、
そ
し
て
贅
沢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

な
っ
た
要
素
で
あ
る
。

　

八
月
六
日
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
初

日
、
大
型
で
強
い
台
風
八
号
の
影
響
で
本

土
か
ら
や
っ
て
く
る
観
客
の
足
が
奪
わ
れ

る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ

た
。
し
か
も
台
風
が
運
ん
で
き
た
も
の
す

ご
い
熱
波
の
た
め
に
冷
房
が
ま
っ
た
く
効

か
な
い
と
い
う
事
態
に
も
直
面
し
た
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
観
客
の
集
中
が
妨
げ

ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
作
品
、

そ
し
て
カ
ン
パ
ニ
ー
の
力
だ
と
信
じ
る
も

の
で
あ
る
。
観
客
の
対
象
年
齢
を
十
二
歳

以
上
と
設
定
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は

上
演
さ
れ
て
き
た
。
不
思
議
な
の
だ
が
、

去
年
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
で
こ
の
作
品
に
強

い
思
い
入
れ
を
持
つ
何
人
も
の
演
劇
人
に

出
会
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
演
劇
の
な
か

で
も
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
作
品
だ
っ

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
次
第
で
あ
る
。

　

一
方
、『
ナ
イ
ト
ブ
ラ
イ
ン
ド
』は
、ボ
ー

イ
フ
レ
ン
ド
の
暴
力
と
依
存
、
壊
れ
て
い

く
家
族
を
描
い
た
二
〇
代
の
新
人
劇
作
家

ダ
ー
リ
ャ
・
ス
ト
ッ
カ
ー
の
デ
ビ
ュ
ー
作

で
あ
る
。
デ
ビ
ュ
ー
の
と
き
は
十
代
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
赤
裸
々
な
ま
で
に

描
か
れ
る
青
少
年
の
苦
悩
と
、
詩
的
で
抽

象
的
な
構
成
が
特
徴
で
あ
る
。
視
覚
に
訴

え
る
と
い
う
よ
り
は
、
た
ぶ
ん
に
ラ
ジ
オ

ド
ラ
マ
的
な
要
素
も
あ
っ
て
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
に
は
適
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
で

は
か
な
り
上
演
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
多
大
な
支
援
の
も

と
、
キ
ジ
ム
ナ
ー
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

と
の
共
催
で
、
こ
の
少
し
ば
か
り
挑
発
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
次
に
ぶ
つ
か
っ
た
の
は
、『
ハ

ン
ナ
と
ハ
ン
ナ
』
を
演
じ
ら
れ
る
二
人
の

若
く
実
力
が
あ
っ
て
、
し
か
も
歌
え
る
女

優
が
い
な
い
か
も
と
い
う
こ
と
だ
。
だ

い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。芸
術
性
、

社
会
性
と
も
に
優
れ
た
戯
曲
そ
の
も
の
に

背
中
を
押
さ
れ
て
、
覚
悟
を
決
め
た
。

　
『
ハ
ン
ナ
と
ハ
ン
ナ
』
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ

ア
作
品
の
演
出
で
知
ら
れ
、
来
日
経
験
も

あ
る
ベ
テ
ラ
ン
演
出
家
・
劇
作
家
ジ
ョ
ン
・

レ
タ
ラ
ッ
ク
が
イ
ギ
リ
ス
の
青
少
年
た
ち

と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を
ま
と
め

る
形
で
書
き
上
げ
た
戯
曲
で
あ
る
。
九
〇

年
代
末
に
イ
ギ
リ
ス
に
大
量
に
流
れ
込
ん

だ
コ
ソ
ボ
避
難
民
の
問
題
を
、
同
じ
名
前

を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
人
と
コ
ソ
ボ
人
の
二
人

の
少
女
の
反
発
と
交
流
を
通
し
て
描
い
た

作
品
で
あ
り
、
初
演
以
来
、
多
く
の
国
で

ン
ド
』（
ス
イ
ス
）
で
あ
る
。
実
は
、
カ

ン
パ
ニ
ー
の
内
部
で
も
何
度
も
議
論
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
戯
曲
は
、

そ
の
政
治
性
や
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
ま
た

表
現
に
お
い
て
、
日
本
人
感
覚
で
は
児
童

青
少
年
演
劇
の
範
疇
だ
と
は
考
え
に
く
い

作
品
で
あ
る
。
実
際
に
、
最
後
ま
で
児
童

青
少
年
演
劇
で
あ
る
と
は
認
め
な
か
っ
た

メ
ン
バ
ー
も
い
た
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
戯
曲

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
テ
ィ
ー
ネ
ー
ジ
ャ
ー

対
象
に
書
か
れ
、
上
演
さ
れ
、
受
容
さ
れ

て
い
る
と
い
う
「
事
実
」
を
、
観
客
に
対

し
て
、
演
劇
人
た
ち
に
対
し
て
提
示
す
る

の
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
に
し
か
で
き
な
い
の
で
は
な『ハンナとハンナ』

『ナイトブラインド』
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も
っ
と
幼
い
観
客
の
姿
も
多
く
見
ら
れ

た
。
マ
ナ
カ
ナ
効
果
な
の
だ
ろ
う
が
、
そ

の
幼
い
観
客
た
ち
が
作
品
を
き
ち
ん
と
受

け
と
め
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
の
に
は
少

し
ば
か
り
驚
か
さ
れ
た
。
フ
ェ
ス
タ
五
年

目
、
観
客
が
育
っ
て
き
て
い
る
か
ら
と
も

い
え
そ
う
だ
が
、
理
解
さ
れ
な
い
、
児
童

青
少
年
に
不
適
切
と
ば
か
り
の
お
叱
り
を

う
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
は
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
杞
憂
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
作
品
が
も
っ
と
上

演
さ
れ
る
べ
き
だ
、
も
っ
と
紹
介
し
て
ほ

し
い
と
い
う
応
援
の
言
葉
を
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
学
校
巡
演
す
る
作
品
と
し
て
は
な

か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

い
う
場
を
使
っ
て
、
社
会
性
に
も
富
ん
だ

作
品
が
た
し
か
に
受
容
し
え
る
と
い
う
こ

と
を
示
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
だ
。
沖

縄
と
い
う
場
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
な
の
か

も
し
れ
な
い
と
も
思
う
。
だ
が
、
た
し
か

に
演
劇
の
力
に
出
会
っ
た
よ
う
に
も
感
じ

た
。
こ
の
よ
う
な
稀
有
な
機
会
に
携
わ
れ

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
（
会
員•

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　

主
催
：
（
社
）
国
際
演
劇
協
会　
　

　

共
催
：
早
稲
田
大
学
（
文
化
推
進
部
）

　

協
力
：
早
稲
田
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ　

　
　
　
　

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（ICC

）

　

助
成
：
（
財
）
地
球
産
業
文
化
研
究
所

　
「
平
成 　

年
度　

愛
・
地
球
博
成
果
継

承
発
展
事
業
」
及
び
「
第  　

回
オ
ー
ル

早
稲
田
文
化
週
間
」
の
事
業
と
し
て

　

 

月
４
日
（
水
）、
早
稲
田
大
学
大
隈
記

念
講
堂
大
講
堂
に
お
い
て
５
５
０
人
余
の

観
客
を
動
員
し
実
施
さ
れ
た
。

　

環
境
問
題
を
教
条
的
に
諭
し
た
り
、
語

る
の
で
は
な
く
、優
れ
た
演
劇
・
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
を
通
し
て
、
人
々
の
感
性
に
訴
え
、

想
像
力
を
喚
起
し
、
肌
で
環
境
問
題
を
実

感
し
、
し
か
も
国
際
的
な
視
点
か
ら
考
え

る
、
と
い
う
企
画
趣
旨
に
沿
っ
た
３
部
構

成
の
充
実
し
た
公
演
と
な
っ
た
。

　

第
１
部　
学
生
に
よ
る
朗
読
劇
／

　
　
　
　
　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ　

「
水
の
手
紙
―
群
読
の
た
め
に
」（
日
本
）

　

０
３
年
「
国
民
文
化
祭　

や
ま
が
た
・

２
０
０
３
」
の
開
会
式
の
た
め
に
書
き
下

ろ
さ
れ
た
作
品
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選

ん
だ
早
大
生
が
群
読
／
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と

い
う
演
劇
を
実
践
す
る
中
で
、
井
上
作
品

の
「
水
」
の
問
題
を
通
し
て
、
世
界
的
・

地
球
的
な
視
野
で
環
境
問
題
を
、
ま
た
演

劇
が
環
境
問
題
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き

る
か
を
考
え
る
。

作
：
井
上
ひ
さ
し　
　

演
出
：
山
下
悟

出
演
：
早
稲
田
の
学
生
４
３
名　
　

出
演
・
指
導
：
岩
崎
正
寛
、
薬
丸
夏
子

　

第
２
部　
プ
ロ
の
俳
優
に
よ
る

　
　
　
　
　
ド
ラ
マ　
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

「
魚
人
」（
中
国
）

　

齢
数
百
年
と
い
う
幻
の
大
魚
を
め
ぐ

り
、
釣
り
神
と
呼
ば
れ
る
老
釣
り
人
と
、

湖
を
守
る
老
漁
師
の
宿
命
的
な
葛
藤
を
通

し
、「
自
然
と
人
間
」
が
寓
話
的
世
界
の

中
で
浮
き
彫
り
に
な
り
…
。
現
代
中
国
を

代
表
す
る
劇
作
家
の
代
表
作
「
閑
人
三
部

曲
」
の
一
作
。

作
：
過
士
行　
　

翻
訳
：
菱
沼
彬
晁　
　

演
出
・
上
演
台
本
：
流
山
児
祥　
　

演
出
助
手
：E-RU

N

出
演
：
中
野
誠
也
、
大
久
保
鷹
、
大
内
厚

　
　
　

雄
、
阿
萬
由
美
、
ふ
じ
た
あ
さ
や
、

　
　
　

犬
塚
弘
、
栗
原
茂
、
上
田
和
弘
、

　
　
　

木
暮
拓
矢
、
武
田
智
弘
、
山
下
直

　
　
　

哉
、
流
山
児
祥

「
黒
い
獣　
哀
し
み
」（
ド
イ
ツ
）

　

１
か
月
以
上
、
雨
の
降
っ
て
い
な
い
夏

の
夜
の
森
。
赤
ん
坊
を
連
れ
た
微
妙
な
人

間
関
係
男
女
６
人
の
仲
間
が
酒
に
酔
い
、

眠
り
に
つ
く
う
ち
に
山
火
事
に
。
死
者
も

出
る
大
惨
事
。
自
然
の
破
壊
と
人
間
性
の

崩
壊
の
中
で
…
。

０
７
年
ド
イ
ツ
で
初
演
さ
れ
、
翌
年
ロ
ン

ド
ン
で
も
上
演
さ
れ
た
作
品
。

作
：
ア
ー
ニ
ャ
・
ヒ
リ
ン
グ　
　

翻
訳
：
萩
原
ヴ
ァ
レ
ン
ト
ヴ
ィ
ッ
ツ
健　

演
出
・
上
演
台
本
：
川
畑
秀
樹

出
演
：
熊
谷
真
実
、
野
々
村
の
ん
、
大
鷹

　
　
　

明
良
、
福
本
伸
一
、
佐
藤
銀
平
、

　
　
　

中
村
彰
男

   

第
３
部　
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　

　

群
読
や
ド
ラ
マ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
紹

介
し
た
作
品
を
手
掛
か
り
に
、
国
際
的
な

「
感
劇
・
環
境
」

　
〝
演
劇
〟
が
喚
起
す
る

　
地
球
環
境
へ
の
感
性
と

　
　

            

国
際
協
力

古 

川 

恒 1

11

12

21
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視
点
か
ら
環
境
問
題
を
、
地
球
環
境
に
対

し
て
演
劇
が
持
つ
役
割
や
効
果
な
ど
を
議

論
す
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト　

　

胡
志
毅
（
浙
江
大
学
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・

　
　
　
　
　

国
際
文
化
学
院
教
授
）

　

池
田
清
彦
（
早
稲
田
大
学
国
際
教
養
学

　
　
　
　
　
　

院
教
授
）

　

矢
野
美
沙
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
・
河
上
隼
大

　
（「
水
の
手
紙
」
出
演
学
生
）

司
会　
　

永
井
多
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
１
部
の
、「
…
地
球
が
水
惑
星
で
あ

る
こ
と
は
奇
蹟
、
そ
の
水
が
生
命
を
生
み

出
し
た
の
も
奇
蹟
、
そ
の
水
惑
星
に
わ
た

し
た
ち
が
生
き
て
い
る
こ
と
も
奇
蹟
、
そ

ん
な
奇
蹟
的
な
存
在
な
の
だ
か
ら
、
わ
た

し
た
ち
は
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
水

と
と
も
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
」

な
ど
の
作
者
の
テ
ー
マ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

新
鮮
か
つ
真
摯
な
姿
勢
で
、
し
か
も
群
読

と
い
う
多
く
の
学
生
が
、
協
力
し
て
ひ
と

つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
教
育
的

効
果
を
も
伴
っ
た
形
で
訴
え
た
学
生
参
加

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
。

　

第
２
部
の
、中
国
的
な
味
わ
い
の
中
に
、

釣
り
を
通
し
て
人
間
と
自
然
の
問
題
が
寓

話
的
な
世
界
で
展
開
さ
れ
た
「
魚
人
」。

如
何
に
も
ド
イ
ツ
的
な
硬
質
な
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
の
中
で
、
山
火
事
の
悲
惨
さ
が
、
自

然
の
破
壊
と
人
間
性
の
崩
壊
に
繋
が
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る「
黒
い
獣　

哀
し
み
」。

　

戯
曲
の
可
能
性
を
効
果
的
に
作
成
・
表

現
し
た
上
演
台
本
と
演
出
、
適
材
適
所
の

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
我
が
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
各
パ
ー
ト
の
優
れ

た
ス
タ
ッ
フ
ィ
ン
グ
。「
魚
人
」
の
ド
ラ

マ
テ
ィ
ッ
ク
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
、「
黒
い
獣　

哀
し
み
」
の
緻

密
か
つ
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
と
い
う
二
つ
異
質
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

る
作
品
は
、
現
在
の
演
劇
界
で
数
あ
る
リ

―
デ
ィ
ン
グ
作
品
の
中
で
も
高
く
評
価
さ

れ
る
水
準
の
舞
台
成
果
と
な
っ
た
。

　

第
３
部
の
、
呉
・
越
や
白
居
易
の
時
代

か
ら
の
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
広
州
出

身
の
胡
志
毅
教
授
の
、
中
国
で
の
長
大
な

河
川
で
の
自
然
破
壊
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
如
何
に
人
と
自
然
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

大
切
か
、
３
本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
作
品
の

宗
教
的
・
儀
式
的
、
人
間
の
営
為
と
哀
し

み
と
い
っ
た
優
れ
た
演
劇
的
表
現
が
環
境

問
題
に
訴
え
る
可
能
性
に
つ
い
て
の
熱
心

な
お
話
。
池
田
清
彦
教
授
の
山
火
事
や

人
間
の
死
と
い
っ
た
も
の
も
、
実
は
自
然

や
環
境
に
と
っ
て
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
い
と
い
う
生
物
学
的
視
点
か
ら
の
示
唆

に
と
ん
だ
指
摘
や
地
球
的
・
歴
史
的
視
野

に
お
け
る
米
作
り
が
育
む
自
然
環
境
へ
の

日
本
の
可
能
性
へ
の
言
及
。
井
上
ひ
さ
し

の
「
地
球
は
水
の
惑
星
」
と
い
う
作
品
を

読
み
込
み
、
舞
台
上
で
表
現
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
改
め
て
「
水
」
が
当
た
り
前
の

も
の
で
な
く
、
実
は
奇
跡
の
よ
う
な
も
の

だ
と
実
感
し
た
な
ど
語
っ
た
学
生
の
話
。

残
念
乍
ら
ご
母
堂
の
容
態
悪
化
の
た
め
来

日
不
可
能
に
な
っ
た
過
士
行
氏
と
急
病
の

た
め
井
上
ひ
さ
し
氏
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
参
加
で
き
ず
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
当
初
想

『水の手紙』 郡読

『水の手紙』 郡読

『魚人』
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お
芝
居
を
観
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
お

ち
、
眼
前
に
大
き
な
湖
と
魚
が
見
え
た
よ

う
で
し
た
。
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
と
い
う
印
象
で
し
た
」「“
ド
イ
ツ
の
作

品
”
は
ス
テ
ー
ジ
に
は
椅
子
と
出
演
者
の

方
し
か
い
な
い
の
に
、
語
り
だ
け
で
そ
の

シ
ー
ン
の
風
景
・
温
度
な
ど
が
頭
に
浮
か

び
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」

と
い
っ
た
好
意
的
・
的
確
な
感
想
が
多

か
っ
た
。

（
ス
タ
ッ
フ
）　　

　

照
明
：
服
部
基
・
阿
部
康
子　

　
　

奥
山
愛
弓
／
曽
根
篤
志
／
松
山
郁
人

　

音
響
：
渡
邉
邦
男
・
黒
野
尚　
　
　

　
　

矢
野
二
郎
／
堀
川
悦　
　
　
　
　
　

　

美
術
：
池
田
と
も
ゆ
き　
　
　
　
　
　

　

衣
裳
：
加
納
豊
美　
　
　
　
　
　
　
　

　

映
像
：
小
林
倫
和　
　
　
　
　
　
　
　

　

記
録
：
谷
古
宇
正
彦

　

舞
台
監
督
：
矢
野
森
一　

森
貴

　

制
作
：
古
川
恒
一　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

E-RU
N

／
麻
田
あ
お
い

　
　
　
　
　

日
下
幸
夫
／
井
上
裕
一
／
金

　
　
　
　
　

栄
華
（
早
稲
田
大
学
）

　

企
画
：
永
井
多
恵
子　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
会
員•

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　

国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

れ
ま
で
隔
年
で
開
催
し
て
き
た
「
世
界
の

秀
作
短
編
研
究
シ
リ
ー
ズ
」
を
継
承
し
つ

つ
発
展
さ
せ
、
２
０
０
９
年    

月
と

月
、日
本
・
ド
ナ
ウ
交
流
年
に
因
ん
で
、「
紛

争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」と
題
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
レ
ク
チ
ャ
ー
と
ド
ラ
マ
・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
た
。

　

レ
ク
チ
ャ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
時
代
か
ら
セ
ル
ビ
ア

に
在
住
す
る
詩
人
・
山
崎
佳
代
子
氏
や
、

ル
ー
マ
ニ
ア
の
演
劇
評
論
家
・
劇
作
家
の

ミ
ハ
エ
ラ
・
ミ
ハ
イ
ロ
フ
氏
を
招
い
た
。

ド
ラ
マ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
は
三
編
の
戯

曲
を
紹
介
。
ド
ナ
ウ
文
化
圏
の
複
雑
な
歴

史
的
経
緯
や
民
族
間
の
問
題
を
総
合
的
に

把
握
し
、
平
和
構
築
の
た
め
に
演
劇
が
で

き
る
こ
と
の
可
能
性
を
探
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
レ
ク
チ
ャ
ー

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
レ
ク
チ
ャ
ー
は

月　

日
と　

・　

日
、
国
際
交
流
基
金
さ

く
ら
ホ
ー
ル
で
開
催
。

　
　

日
は
「
紛
争
地
域
の
演
劇
」。
前
半

は
山
崎
佳
代
子
氏
に
よ
る
、
セ
ル
ビ
ア
の

文
化
状
況
や
最
新
舞
台
、
ま
た
自
身
の
活

動
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
。
内
戦
前
の

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
は
、
ソ
ビ
エ
ト
と
は

一
線
を
画
し
た
立
場
を
保
っ
た
た
め
、
東

西
文
化
の
交
流
地
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め

影
の
部
分
は
あ
り
な
が
ら
も
自
由
な
精
神

が
育
ま
れ
た
。
そ
の
一
方
で
内
戦
後
の

94

年
こ
ろ
は
、
画
一
的
な
制
裁
に
晒
さ

れ
、
文
化
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
こ
れ
ら

の
体
験
を
ふ
ま
え
山
崎
氏
は
、
人
間
と
は

そ
も
そ
も
表
現
を
す
る
存
在
で
あ
り
、
た

と
え
そ
れ
が
「
平
和
構
築
」
の
た
め
で
あ

ろ
う
と
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
た
め
に
演
劇

を
す
る
の
で
は
な
い
と
発
言
。
合
理
性
を

優
先
す
る
た
め
に
表
現
の
自
由
が
奪
わ
れ

て
は
な
ら
な
い
と
語
っ
た
。

　

次
に
最
近
の
舞
台
を
紹
介
。
愛
憎
渦
巻

く
内
戦
後
の
ボ
ス
ニ
ア
を
描
い
た
『
チ
ェ

イ
フ
』
に
関
し
て
は
、
表
現
の
言
葉
を
選

ば
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
よ
っ
て
作
品
の
評
価
が
歪
ん
で
し

定
と
大
幅
な
変
更
が
あ
っ
た
が
、
演
劇
的

叡
智
か
ら
地
球
環
境
の
問
題
を
国
際
的
な

視
点
を
踏
ま
え
考
え
る
と
い
う
企
画
趣
旨

に
沿
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
が
世
界
的
な
大
問
題

に
な
っ
て
い
る
中
、
時
宜
に
か
な
う
国
際

演
劇
協
会
な
ら
で
は
の
事
業
で
あ
り
、
い

み
じ
く
も
、
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
小

出
五
郎
氏
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
寄
稿
文
「
人
の

力
で
甦
る
自
然
」
の
最
後
に
あ
る
「
破
壊

し
た
の
は
人
だ
が
、
再
生
す
る
の
も
人
で

あ
る
。
破
壊
は
絶
望
を
も
た
ら
す
が
、
再

生
に
は
希
望
が
あ
る
」
を
誠
実
に
訴
え
た

事
業
と
な
っ
た
。

　

観
客
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
朗
読
が
こ

ん
な
に
立
体
的
に
聞
け
た
の
は
初
め
て

で
、
お
芝
居
の
よ
う
に
観
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
想
像
力
を
か
き
て
ら
れ
て
良

か
っ
た
で
す
」「
い
つ
も
大
き
な
舞
台
で

演
じ
ら
れ
る
劇
を
観
る
機
会
が
多
い
の
で

す
が
、
本
日
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
と
て
も

新
鮮
で
し
た
。
不
覚
に
も
“
水
の
手
紙
”

で
は
涙
が
出
そ
う
に
な
り
、
淡
々
と
切
々

と
読
ま
れ
る
手
紙
の
向
こ
う
に
、
実
際
に

水
に
苦
し
み
悩
み
生
き
て
い
る
人
々
を
近

く
に
感
じ
て
胸
が
詰
ま
っ
た
よ
う
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。「
魚
人
」
は
ま
る
で

紛
争
地
域
か
ら

　
　
　
生
ま
れ
た
演
劇
　

ー
日
本
・
ド
ナ
ウ
交
流
年
に
因
ん
で
ー

「
バ
ル
カ
ン
の
同
時
代
演
劇
」

奥 

秋   

圭

■

11

12

11

2020

24
23
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ミ
ハ
イ
ロ
フ
氏
は
、
平
和
構
築
の
た
め

に
は
演
劇
が
根
本
的
な
問
い
か
け
を
常
に

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
た
。

　

山
崎
氏
は
、
国
家
と
は
自
身
を
守
る
た

め
の
セ
ン
サ
ー
を
持
っ
て
い
る
と
し
た
上

で
、
そ
れ
に
対
し
て
い
か
に
毅
然
と
対
応

で
き
る
か
が
大
切
だ
と
発
言
。
国
家
や
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
枠
に
括
ら
れ
る
と
身

体
表
現
は
つ
ま
ら
な
く
な
る
と
訴
え
た
。

そ
の
一
方
で
ミ
ハ
エ
ラ
氏
は
、
革
命
当
時

の
こ
と
を
描
い
た
演
劇
作
品
は
、
必
ず
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
も
の
に
踏
み
込
ま
ざ
る

を
え
な
い
と
も
述
べ
た
。
い
ず
れ
も
正
鵠

を
射
る
発
言
で
あ
る
。

　
　

日
は
舞
台
芸
術
評
論
家
で
あ
り
、
劇

作
家
と
し
て
も
活
動
し
な
が
ら
、
雑
誌
編

集
長
や
、
演
劇
祭
の
芸
術
監
督
な
ど
で
も

活
躍
し
て
い
る
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ミ
ハ
エ

ラ
・
ミ
ハ
イ
ロ
フ
氏
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
。

　

ま
ず
、
１
９
３
０
年
ご
ろ
か
ら
の
ル
ー

マ
ニ
ア
演
劇
を
概
説
。
劇
場
・
劇
団
の
国

有
化
に
至
る
流
れ
や
、
検
閲
に
抗
し
て
国

外
に
追
放
さ
れ
た
映
画
監
督
ピ
ン
テ
ィ
リ

エ
氏
の
い
き
さ
つ
を
話
し
た
。
革
命
前
の

演
劇
の
拠
点
と
し
て
、
ち
い
さ
な
町
の
名

を
挙
げ
た
。
都
市
か
ら
離
れ
た
場
所
は
、

　

ミ
ハ
エ
ラ
・
ミ
ハ
イ
ロ
フ
氏
は
革
命
前

の
ル
ー
マ
ニ
ア
の
演
劇
状
況
を
、
国
家
に

よ
る
検
閲
の
実
態
を
概
説
。
具
体
的
な
検

閲
例
を
挙
げ
つ
つ
、
検
閲
逃
れ
の
た
め
に

メ
タ
フ
ァ
ー
を
多
用
し
た
作
品
が
生
み
出

さ
れ
た
と
説
明
。
内
野
氏
は
そ
の
話
を
受

け
、
現
代
社
会
の
相
互
監
視
と
自
己
検
閲

の
深
化
を
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
再
度
山
崎
氏
が
、
同
じ
価
値
観

を
持
つ
者
が
国
境
や
民
族
を
越
え
て
手
を

取
り
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
訴
え
、

こ
の
日
は
終
え
た
。

　
　

日
は
「
平
和
構
築
と
演
劇
」
と
題
し

て
、
七
字
英
輔
氏
を
司
会
に
、
山
崎
佳
代

子
氏
、
宗
重
博
之
氏
、
ミ
ハ
エ
ロ
フ
氏
が

討
論
。

　

山
崎
氏
は
、
共
同
体
の
崩
壊
に
よ
っ
て

人
間
の
疎
外
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
演
劇
表
現
の
可
能
性
が
あ
る

と
述
べ
た
。

　

宗
重
氏
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
演
劇
環
境

を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
芝
居
に
取
り
組
む

た
め
の
環
境
づ
く
り
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

七
字
氏
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
演
劇
祭

BITEF

や
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
シ
ビ
ウ
演

劇
祭
の
意
義
、ま
たEU
に
加
盟
し
た
ル
ー

マ
ニ
ア
の
文
化
状
況
の
変
化
を
述
べ
た
。

の
現
状
を
批
判
し
、
前
半
の
山
崎
氏
の
話

に
応
じ
た
。

　

七
字
氏
は
東
欧
の
い
く
つ
か
の
演
劇
祭

に
つ
い
て
言
及
し
た
あ
と
、
紛
争
中
の
サ

ラ
エ
ボ
で
『
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
』
を

上
演
し
た
批
評
家
の
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
ダ

グ
の
名
を
挙
げ
、
紛
争
地
域
に
お
け
る
演

劇
の
力
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

宗
重
氏
は
、
劇
団
黒
テ
ン
ト
で
の
こ
れ

ま
で
の
経
験
や
、
３
ヶ
月
滞
在
し
た
ベ
オ

グ
ラ
ー
ド
で
の
経
験
を
通
し
て
、
演
劇
の

楽
し
さ
は
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
と
再
認
識
し
た
、と
語
っ
た
。

ま
う
こ
と
な
ど
を
、
自
身
の
体
験
も
交
え

て
語
っ
た
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
演
劇
と
し
て
、
自
身
も

参
加
す
る
「
ず
ど
ら
ぼ
・
だ
・
す
て
」
の

活
動
を
紹
介
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
組
織
す

る
ヴ
ェ
ス
ナ
氏
は
、　

年
よ
り
難
民
セ
ン

タ
ー
の
子
供
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

保
護
を
目
的
と
し
た
心
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
い
て
き
た
。
現
在
は
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
ま
り
、
難
民
の
人
々

と
の
芸
術
体
験
を
共
有
し
て
い
る
。
ほ
か

に
は
サ
ラ
エ
ボ
の
女
優
、ヤ
ー
ス
ナ
・
デ
ィ

ク
リ
ッ
チ
氏
の
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
支
援
を

紹
介
。こ
れ
ら
は
両
方
と
も
、ベ
オ
グ
ラ
ー

ド
国
際
演
劇
祭
（BITEF

）

で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
活
動
を
紹
介
す
る
部

門
で
上
演
さ
れ
た
。

　

後
半
は
ミ
ハ
イ
ル
・
ミ
ハ
イ
ロ
フ
氏
、

演
劇
評
論
家
で
東
欧
演
劇
通
の
七
字
英
輔

氏
、
演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
ベ
オ
グ

ラ
ー
ド
滞
在
歴
も
あ
る
黒
テ
ン
ト
の
宗
重

博
之
氏
が
加
わ
っ
て
、
演
劇
評
論
家
の
内

野
儀
氏
を
司
会
に
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

後
半
は
ま
ず
司
会
の
内
野
氏
が
、「
平

和
構
築
」
と
い
う
言
葉
だ
け
が
先
行
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
〈
芸
術
〉
で
あ
る
こ

と
を
担
保
す
る
の
は
無
意
味
だ
と
、
昨
今

23

23

24

左から１人おいてミハイロフ、山崎、宗重、七字、内野の諸氏

94
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絢
子
、
演
出
は
野
崎
美
子
。1961

年
生

ま
れ
の
ギ
ャ
ヴ
ラ
ン
氏
は
、
ザ
グ
レ
ブ

演
劇
映
画TV

ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
後
、

&
TD

シ
ア
タ
ー
の
座
付
作
家
と
な
り
、

後
に
芸
術
監
督
。
自
身
の
名
を
冠
し
た
演

劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
あ
る
。『
大
統
領

の
殺
し
方
』
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
暗
殺

を
目
論
む
弟
を
廃
人
に
し
て
し
ま
う
精
神

病
院
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
話
で
、
根
深
い

排
他
意
識
を
暴
い
た
作
品
。

　

翌
日
の　

日
か
ら
開
幕
と
な
っ
た
の

が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ジ
ャ
ニ
ー
ナ
・
カ
ル

ブ
ナ
リ
ウ
作
『
ケ
バ
ブ
』。
翻
訳
は
市
川

明
、
演
出
は
坂
口
瑞
穂
、
カ
ル
ブ
ナ
リ
ウ

氏
は
１
９
７
７
年
生
ま
れ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
企
画
、

ロ
ン
ド
ン
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
で
も
指

導
を
行
っ
て
い
る
。
シ
ャ
ウ
ビ
ュ
ー
ネ
で

も
上
演
さ
れ
、好
評
を
博
し
た
『
ケ
バ
ブ
』

は
、
未
来
を
夢
見
て
ダ
ブ
リ
ン
で
生
活
す

る
ル
ー
マ
ニ
ア
の
若
者
た
ち
が
挫
折
し
て

い
く
姿
を
描
い
た
作
品
。

　

演
出
家
ト
ー
ク
で
は
、
担
当
演
出
家
そ

れ
ぞ
れ
の
、「
公
演
」
と
は
違
う
ド
ラ
マ
・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
上
演
の
お
も
し
ろ
さ
や
む

ず
か
し
さ
、
翻
訳
上
演
の
問
題
な
ど
が
語

ら
れ
た
。     　
　
　
　
　
　
　

 （
会
員
）

英
輔
氏
を
司
会
に
交
え
て
の
ト
ー
ク
が
開

催
さ
れ
た
。

　

セ
ル
ビ
ア
の
ミ
レ
ナ
・
マ
ル
コ
ヴ
ィ
ッ

チ
作
『
足
跡
〜TRACKS

』
で
開
幕
。

翻
訳
は
香
西
史
子
、
演
出
は
西
沢
栄
治
。

マ
ル
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
氏
は
１
９
７
４
年
生
ま

れ
。ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
演
劇
大
学
を
卒
業
し
、

以
降
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
劇
作
を
発
表
し
て

い
る
。『
足
跡
〜TRACKS

』
は
、
戦
争

被
災
者
の
少
年
少
女
た
ち
が
、
時
代
に
翻

弄
さ
れ
、
屈
折
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く

姿
を
描
い
た
作
品
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
の
ミ
ロ
・
ギ
ャ
ヴ
ラ
ン
作

『
大
統
領
の
殺
し
方
』
の
翻
訳
は
舟
川

の
名
を
挙
げ
た
。
革
命
前
は
検
閲
を
逃
れ

る
た
め
の
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」「
シ
ン
ボ
ル
」、

革
命
後
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
「
社
会
」「
リ

ア
ル
」
が
ル
ー
マ
ニ
ア
演
劇
の
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
っ
て
い
る
と
語
っ
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。

ド
ラ
マ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

　

も
う
ひ
と
つ
の
企
画
の
軸
で
あ
る
ド
ラ

マ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、　

月　
　

日
〜

　

日
、
東
京
・
神
楽
坂
の
シ
ア
タ
ー
・
イ

ワ
ト
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、　 

日
の
公
演

終
了
後
に
は
演
出
家
た
ち
が
集
い
、『
ケ

バ
ブ
』
翻
訳
の
市
川
明
氏
と
、
七
字

検
閲
が
緩
く
、
比
較
的
自
由
な
創
作
活
動

が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
の
ル
ー

マ
ニ
ア
で
も
、
シ
ビ
ウ
演
劇
祭
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
地
方
で
の
演
劇
活
動
が
盛
ん

で
あ
り
ま
た
、
地
方
で
の
活
動
を
指
向
す

る
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
・
プ
ル
カ
レ
ー
テ
の
よ
う

な
演
出
家
も
い
る
。

　

自
由
な
雰
囲
気
に
満
ち
た
革
命
後
の

ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
過
激
な
表
現
を
用
い
た

若
手
ら
が
台
頭
し
た
。
２
０
０
０
年
以
降

の
演
出
家
と
し
て
は
、
ラ
ド
ゥ
・
ア
フ
リ

ム
、
ラ
ド
ゥ
・
ス
タ
ン
カ
劇
場
で
活
躍
す

る
ラ
ド
ゥ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ニ
カ
、『
ケ

バ
ブ
』
の
ジ
ャ
ニ
ー
ナ
・
カ
ル
ブ
ナ
リ
ウ

12

16
18

19

『ケバブ』

『大統領の殺し方』

『足跡〜 TRACKS』

17
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き
る
よ
う
に
な
る
。
み
な
熱
心
に
ノ
ー
ト

に
書
き
込
み
を
行
い
っ
て
い
た
。
ま
た
、

こ
こ
で
一
人
ひ
と
り
面
を
つ
け
て
摺
り
足

で
歩
い
て
み
る
経
験
は
貴
重
な
も
の
だ
っ

た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
し
て
、
以
降
は
ず
っ
と
各
演
目
に
分
か

れ
て
の
指
導
で
あ
る
。
初
め
は
台
詞
覚
え

で
あ
る
。
先
生
が
狂
言
特
有
の
抑
揚
で
読

み
上
げ
る
台
詞
を
受
講
生
た
ち
は
耳
で
覚

え
て
ゆ
く
。
口
語
調
と
は
い
え
、
室
町
時

代
の
古
語
で
あ
る
。
日
本
人
の
受
講
生
で

さ
え
、
台
詞
回
し
を
覚
え
る
の
に
四
苦
八

苦
す
る
の
だ
か
ら
、
外
国
人
の
受
講
生
に

と
っ
て
は
、
小
舞
の
謡
２
つ
を
覚
え
る

受
講
生
た
ち
に
辛
そ
う
な
表
情
が
出
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
姿
勢
を
基
礎
と
し
て

ふ
ま
え
て
の
所
作
で
あ
る
。
先
生
方
は
、

受
講
生
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
指
導
を
す

る
。
時
々
、
怒
号
さ
え
聞
こ
え
る
。
見
て

い
る
私
の
ほ
う
が
ひ
や
ひ
や
す
る
。
し
か

し
、「
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
３
回
で
覚
え

な
さ
い
」
と
仰
っ
て
い
た
先
生
方
は
、
特

別
に
何
度
も
受
講
生
た
ち
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
自
ら
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
繰
り
返
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
日

程
の
２
〜
３
日
は
基
本
的
所
作
の
習
得
に

当
て
ら
れ
た
。
す
る
と
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た

動
き
が
ど
っ
し
り
と
し
て
ス
ム
ー
ス
な
も

の
と
な
っ
て
ゆ
く
。
受
講
生
た
ち
に
ほ
っ

と
し
た
よ
う
な
表
情
が
浮
か
ぶ
。

　

３
日
目
、
基
礎
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
座

学
と
し
て
能
舞
台
の
仕
組
み
、
狂
言
の
歴

史
、
衣
装
、
面
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け

る
。
伝
統
芸
能
は
、
背
景
に
あ
る
歴
史

や
思
想
を
学
ん
で
こ
そ
動
き
や
ス
ト
ー

リ
ー
、
さ
ら
に
芸
能
そ
の
も
の
が
理
解
で

院
能
楽
堂
で
和
泉
流
野
村
萬
師
と
九
世
野

村
万
蔵
、
野
村
万
禄
、
小
笠
原
匡
、
野
村

扇
丞
、
山
下
浩
一
郎
、
吉
住
講
、
高
部
恭

史
の
萬
狂
言
一
門
の
諸
師
の
指
導
で
朝　

　
 

時
か
ら
午
後
５
時
半
ま
で
講
義
及
び

練
習
が
行
わ
れ
た
。
受
講
生　

 

名
（
日

本
人　

 
人
、
外
国
人
６
人
）
が
本
舞
台

と
２
階
及
び
３
階
の
シ
テ
の
間
、
装
束
の

間
、
稽
古
場
を
使
う
と
い
う
恵
ま
れ
た
環

境
の
下
で
練
習
に
励
み
、
最
終
日
は
公
開

の
発
表
会
で
締
め
く
く
っ
た
。

　

今
回
は
、
小
舞
が
「
柳
の
下
」
と
「
七

つ
子
」、
狂
言
が
「
盆
山
」
と
「
口
真
似
」

そ
し
て
「
茸
」
で
あ
る
。
セ
リ
フ
の
難
し

さ
な
ど
が
理
由
で
、
小
舞
は
外
国
人
、
狂

言
は
日
本
人
に
課
題
と
し
て
与
え
ら
れ

た
。

　

日
本
人
も
外
国
人
も
自
国
で
は
プ
ロ
の

俳
優
と
は
い
え
、
狂
言
や
能
独
特
の
立
ち

方
や
歩
き
方
、
所
作
、
発
声
法
す
べ
て
が

初
め
て
の
経
験
で
あ
る
。
慣
れ
な
い
長
時

間
の
重
心
を
低
く
し
た
姿
勢
や
摺
り
足
に

　

国
際
演
劇
協
会
で
は
毎
年
夏
に
伝
統
芸

能
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る

（
文
化
庁
助
成
）。
歌
舞
伎
・
能
・
狂
言
・

日
本
舞
踊
と
順
に
行
っ
て
今
年
は　

 
年

目
、
５
回
目
の
「
狂
言
」
で
あ
る
。
故
内

村
直
也
会
長
が
こ
の
催
し
を
始
め
た
当
初

は
、
外
国
人
に
伝
統
芸
能
を
通
じ
て
日
本

の
文
化
を
紹
介
し
そ
の
『
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
、
参
加
者
は
外

国
人
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
１
９
８
８
年

の
３
回
目
の
歌
舞
伎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

時
に
、
こ
の
手
の
催
し
は
日
本
人
に
こ
そ

必
要
だ
と
い
う
当
時
の
永
山
武
臣
会
長
の

意
見
で
国
内
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
以

来
、
参
加
者
は
日
本
・
海
外
の
混
成
と
な

り
、
プ
ロ
の
俳
優
や
ダ
ン
サ
ー
、
演
出
家

を
対
象
に
し
た
特
徴
あ
る
催
し
に
な
っ
て

い
る
。

　

さ
て
、
す
っ
か
り
恒
例
と
な
っ
た
感
の

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
今
年
は
８
月　

  

日
か
ら　

  

日
ま

で
の　

 

日
間
、
東
中
野
の
梅
若
能
楽
学

報
告 
２

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

　
　
　
　
　
　
　
《 

狂
言 

》

vol.
21

下  

川   

理  

英

21

10

19

10

10

17

11

野村萬先生のお話を聴く
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日
間
の
集
大
成
と
成
長
が
あ
っ
た
。
さ
ら

に
客
席
か
ら
の
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
は

舞
台
の
完
成
度
の
高
さ
を
裏
付
け
て
い

る
。

先
生
方
と
受
講
生
と
の
真
剣
な
指
導
、
ま

た
受
講
生
同
士
の
国
籍
を
超
え
た
交
流
も

ま
た
大
き
な
実
り
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

来
年
度
は
「
雅
楽
」
だ
そ
う
で
あ
る
。
ど

ん
な
発
展
が
あ
る
か
、
早
く
も
期
待
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
（
法
政
大
学
非
常
勤
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
楽
研
究
）

　
（
キ
ジ
ム
ナ
ー
、
バ
ル
カ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

　
　

項
の
写
真
撮
影
は
奥
秋
圭
さ
ん
）　　

た
受
講
生
た
ち
は
今
ま
で
に
増
し
て
積

極
的
に
自
習
練
習
を
行
っ
た
り
舞
台
の

VTR

を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
最
終
日
、
リ
ハ
ー
サ
ル
で
立
ち

位
置
な
ど
の
最
終
確
認
と
細
か
い
指
導
を

受
け
た
後
、
い
よ
い
よ
先
生
方
に
装
束
を

着
せ
て
も
ら
い
、
本
番
に
備
え
る
。
袴
姿

に
は
し
ゃ
ぐ
受
講
生
た
ち
も
本
番
が
近
づ

く
に
つ
れ
て
硬
い
表
情
に
な
っ
て
く
る
。

そ
し
て
、
本
番
。
舞
台
に
上
が
る
最
初
の

一
歩
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
だ
ろ
う
か
。

心
配
を
よ
そ
に
発
表
会
は
実
に
の
び
の
び

と
楽
し
そ
う
に
展
開
し
て
ゆ
く
。
終
わ
っ

た
後
の
受
講
生
の
清
々
し
い
顔
に
は

の
だ
ろ
う
か
と
心
配
に
な
っ
て
く
る
。

　

７
日
目
、
野
村
萬
先
生
が
ご
指
導
に
見

ら
れ
た
。
す
べ
て
の
稽
古
を
和
や
か
に
ご

視
察
さ
れ
た
後
、
訓
示
の
中
で
「
狂
言
は

台
詞
よ
り
も
動
き
が
大
事
な
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
演
技
は
台
詞
が
先
に
き
て
い
ま
す

が
、
本
来
な
ら
ば
台
詞
よ
り
も
動
き
が
先

に
出
て
し
ま
う
く
ら
い
で
な
い
と
駄
目
な

の
で
す
よ
」
と
仰
っ
た
。
確
か
に
私
た
ち

は
、
日
常
で
も
言
葉
よ
り
も
行
動
が
つ
い

先
に
出
て
し
ま
う
時
が
あ
る
。
所
作
が
台

詞
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
ま

だ
自
然
な
演
技
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
先
生
の
お
言
葉
に
刺
激
を
受
け

の
も
対
訳
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
と
は
い
え

並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
い
。
先
生
が
一
節

ず
つ
日
本
語
の
意
味
を
噛
み
砕
い
て
伝
え

る
姿
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ら
で
は
の
き

め
細
や
か
な
指
導
が
見
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
台
詞
の
後
は
所
作
の
指
導
で
あ

る
。
み
な
台
詞
を
諳
ん
じ
る
こ
と
で
精
一

杯
で
、動
き
が
な
か
な
か
つ
い
て
こ
な
い
。

先
生
は
受
講
生
た
ち
が
体
得
す
る
ま
で
同

じ
場
面
を
繰
り
返
し
指
導
す
る
。
明
る
く

笑
顔
が
絶
え
な
い
受
講
生
た
ち
に
焦
燥
感

が
滲
ん
で
く
る
。
休
み
時
間
も
台
詞
や
動

き
の
練
習
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
ち

ら
も
あ
と
数
日
後
の
発
表
会
に
間
に
合
う

伊藤理事から修了証を受け取る受講生

『茸』

謡の練習

面をつけて歩いてみる

10
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年
９
月
開
催
予
定
が
宙
に
浮
い
て
し
ま
っ

た
。（
理
事
国
会
議
に
は
中
国
代
表
者
は

欠
席
、
代
理
に
よ
り
告
げ
ら
れ
た
。）
上

海
の
市
長
が
替
わ
り
市
の
方
針
が
変
わ
っ

た
か
ら
と
の
理
由
で
あ
っ
た
。　

　
ユ
ネ
ス
コ
が
救
い
の
手

　

世
界
的
不
況
の
折
か
ら
ど
の
国
も
世
界

大
会
主
催
国
に
な
る
こ
と
を
敬
遠
、
と
は

言
っ
て
も　
　
　

憲
章
は
守
ら
ね
ば
な
ら

ず
、
パ
リ
の
本
部
は
困
惑
の
頂
点
だ
っ
た

と
こ
ろ
へ
、「
世
界
大
会
に
は
ユ
ネ
ス
コ

本
部
の
大
会
議
場
を
提
供
す
る
」
と
の
申

し
入
れ
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
こ
れ
は
２
月

３
日
に
飛
び
込
ん
で
き
た
大
ニ
ュ
ー
ス
で

あ
る
。　
　
　

は
ユ
ネ
ス
コ
と
公
式
合

意
関
係
を
持
つN

G
O

で　
　
　

の
行
事

の
い
く
つ
か
は
ユ
ネ
ス
コ
が
助
成
し
て
い

る
と
い
う
浅
か
ら
ぬ
間
柄
の
故
の
援
助
で

あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、、
こ
れ
で
本

部
だ
け
で
な
く
世
界
中
の
加
盟
国
の
セ
ン

タ
ー
は
ホ
ッ
と
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

時
期
は
、
ワ
ー
ル
ド
シ
ア
タ
ー
デ
イ
の

東
宝
広
告

　　

ど
の
国
際
組
織
で
も
世
界
大
会
と
い
う

も
の
は
定
期
的
に
例
え
ば
２
〜
３
年
毎

に
、
世
界
中
の
多
く
の
加
盟
国
ど
う
し
の

情
報
交
流
と
国
際
間
の
相
互
理
解
と
文
化

芸
術
発
展
の
た
め
に
開
催
し
て
い
る
。
創

設
以
来
六
〇
年
余
の
歴
史
を
持
つ　
　
　

も
、「
憲
章
」
に
則
っ
て
２
年
に
一
度
世

界
大
会
を
開
催
し
て
き
て
い
る
が
、
開
催

国
は
大
会
最
終
日
に
次
回
の
開
催
希
望
の

候
補
国
を
大
会
全
参
加
国
の
投
票
に
よ
っ

て
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
前
回

の
マ
ド
リ
ッ
ド
大
会
（
０
８
年
９
月
）
で

は
次
回
開
催
候
補
国
が
最
終
日
ま
で
わ
か

ら
ず
（
つ
ま
り
、
ど
こ
も
開
催
国
に
な
り

た
が
ら
な
か
っ
た
）、
最
終
日
に
中
国
が

名
乗
り
を
あ
げ
て
、
上
海
で
な
ら
ば
上
海

万
博
の
直
後
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
利
用
出
来

て
好
都
合
だ
し
、
ア
ジ
ア
で
大
会
を
開
催

す
る
こ
と
の
意
義
は
絶
大
で
あ
る
云
々
と

の
大
演
説
の
末
、
理
事
国
入
り
ま
で
し
て

決
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
昨
年
一
〇
月
の
理
事
国
会
議
で
、
そ

の
中
国
が
開
催
を
急
遽
辞
退
、
２
０
１
０

Ｉ
Ｔ
Ｉ  

世 

界 

大 

会 

の 

ゆ 

く 

え

Ｉ
Ｔ
Ｉ

Ｉ
Ｔ
Ｉ

Ｉ
Ｔ
Ｉ

Ｉ
Ｔ
Ｉ

直
前
の
４
日
間
、
つ
ま
り
２
０
１
０
年
以

内
の
開
催
か
ら
は
３
ヶ
月
ず
れ
る
が
、       

年
３
月　

日
〜　

日
で
、　

日
の
ワ
ー
ル

ド
シ
ア
タ
ー
デ
イ
の
ユ
ネ
ス
コ
の
セ
レ
モ

ニ
ー
で
し
め
く
く
る
、
と
い
う
日
程
で
あ

る
。
た
だ
し
、
ユ
ネ
ス
コ
は
組
織
で
あ
っ

て
開
催
国
で
も
主
催
者
で
も
な
い
か
ら
、

ワ
ー
ル
ド
シ
ア
タ
ー
デ
イ
の
式
典
は
主
催

す
る
が
、
通
常
の
世
界
大
会
で
併
催
さ
れ

る
学
生
演
劇
祭
や
大
会
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
群
を
組
む
こ
と
は
出
来

な
い
。
ま
た
広
報
予
算
や
招
待
予
算
も
無

い
、
従
来
と
は
一
風
か
わ
っ
た
大
会
に
な

り
そ
う
で
あ
る
。
き
た
る
４
月
、
ダ
ッ
カ

（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
で
の
理
事
国
会
議

で
詳
細
検
討
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
国
際
理
事•

小
田
切
よ
う
こ
）

　

２
０
０
９
年
度
の
内
村
直
也
賞
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
選
考
は
４
月
に

ダ
ッ
カ
で
開
催
予
定
の
理
事
国
会
議
で
行

わ
れ
ま
す
。現
在
ま
で
に
、日
本
セ
ン
タ
ー

に
数
件
の
応
募
希
望
が
来
て
い
ま
す
。
実

際
に
応
募
資
料
と
し
て
は
２
カ
国
か
ら

あ
っ
て
、
ど
れ
も
力
作
で
す
。

11

23

26

27

内  

村  

直  

也  

賞
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海 外 ニュ ー ス

■ 2010 年ヨーロッパの新しい演劇
６月 17 〜 27 日
ドイツ、ヴィスバーデンで２年毎の開催されている
国際演劇祭である。前身は有名なボン • ビエンナー
レ（初回は 1992 年）。当初はヨーロッパ各地域か
らの優れた作品を招聘上演したことにより、期間中
の観劇でヨーロッパの舞台芸術の新傾向を知ること
ができた。ボンからヴィスバーデンに移ってからは
EU の新たなメンバー国が次々に加わり、ユニファ
イされたヨーロッパのパースペクティブを呈するよ
うになり催しは注目を集める。www.newplays.de,  
biennale@staatstheater-wiesbaden.de

■ 第 14 回国際古代ギリシャドラマフェスティバル
パフォス、リマソル、ニコシア（シチリア）
７月１〜 31 日　
キプロス教育文化省、ITI キプロスセンター主催
参加応募は昨年 12 月末までに上演された古代ギリ
シャ劇（悲劇、喜劇）で翻案は認めず、上演言語は
自国語で。www.cyprus-theatre-iti.org

■ 第１回ラテンアメリカ演劇学校演劇アカデミー
のためセミナー
７月 14 〜 24 日　サンタマルタ（コロンビア）
学生および演劇教育者のトレーニングセミナー。

■ 第 21 回カリブ海沿岸地域演劇祭
９月６〜 11 日
ラテンアメリカ諸国およびコロンビアの芸術振興と
情報交流が目的の演劇祭　コロンビアセンター主催

■ 第 13 回欧州児童演劇の出会い
７月１〜 14 日　ズヴェニゴロド（モスクワ近郊）
国際アマチュア演劇連盟ロシアセンターおよびロシ
ア演劇ユニオン主催
西欧、東欧から 15 カ国のエントリー決定、12 〜
14 才の児童のグループ８組、成人グループ２組が
参加する。午前午後とも演劇スキル訓練、マスター
クラスあり。

■ 国際大学演劇協会ワールドコングレス
６月 28 日〜７月２日　レスター（UK)
会場はレスターのド • モンフォート大学。2010 年
のテーマは [ 演劇と教育（Theatre and Pedagogy)]
詳 細：www.dmu.ac.uk/faculties/humanities/
cepa / in t e rna t i ona l - un ive r s i t y - thea t r e -
association/index.jsp   又は www.aitu-iuta.org

■ 国際児童演劇フェスティバル「君の夢の実現を！」
６月 18 〜 25 日　リンゲン（ドイツ）
今回のモットー「君の夢の実現を！」は児童へのア
ピールであると同時に大人たちに向けたアピールで
もある。児童を、人々を、勇気づけることにより社
会教育的、社会文化的、芸術的な想像と芸術の社会
化へと発展する、といった理想が先行しているが、
それを現実化可能に近づけることがこのフェスティ
バルなゴールである。

■ 第 80 回イラスクフ • フロノフ
７月 30 日〜８月７日　フロノフ（チェコ）
質の高いチェコのアマチュア演劇を世界各国からの
参加グループとともに 80 年もの間１度の中断もな
く紹介し続けているヨーロッパで最も古い歴史を持
つフェスティバルである。2010 年はその 80 周年
を祝って、CEC（国際アマチュア演劇連盟中央ヨー
ロッパ • コミティー）を招聘し、中央ヨーロッパ
地域の優秀なアマチュア劇団の参加を計画してい
る。パフォーマンス作品の主体はチェコと中欧だが
観客はいずれからも歓迎する。素晴らしいアマチュ
ア演劇のバリエーションを堪能して下さい。台詞劇、
無言劇、パントマイム、ダンス、音楽、実験的なも
の、詩作、人形劇 etc. 自由な演劇をどうぞ。
www.aitaiata.org

■ 2011 年の出会いを求めて
2010 年、日程未定　ITI スイスセンター
演劇文化を担うスイスの団体／プロ • ヘルベティ
ア、スイス作家協会、仏語圏劇作家協会 etc. 独英
仏の言語の問題と創造性を検証する。
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海 外 ニュ ー ス

■ 日本の伝統芸能の書籍が出版されました
ポーランド／エステラ • ゼロムスカ著　全２巻

第１巻は能 • 狂言、第２巻は歌舞伎 • 文楽について。
各巻 500 ページ以上、A ５版フルカラーの豪華本、力
作です。ゼロムスカさんは ITI ポーランドセンター
の紹介で来日、著書刊行までに５年費やされました。
この間日本センターは故永山会長のご協力もあって
随分お手伝いをしましたが、１月末にポーランドの
切手をふんだんに貼って郵送されてきた時は携わっ
た事務局に爽やかな感動の瞬間がありました。ポー
ランドで初めての日本演劇の書籍。定価は日本円に
して各巻２万５千円程だそうです。

■ 第１回ギリシャ • アテネ国際ストリート • シア
ター • フェスティバルの報告
前号でお知らせしたフェスティバルの報告です。
ITI ギリシャセンター主催、ギリシャ文化省 • 国立
演劇ダンスセンター共催で、およそ 60 グループ、
内外 400 人のアーティストの参加があり、アテネ
中央の歴史地区で５日間にわたり繰り広げられた。
オープン • ファスティバル部門参加グループは投
票で本公演のチャンスあり。

■ ITI ギリシャセンターからのお知らせ
「劇作ワークショップ／ドラマ執筆のためのワーク
ショップ」を毎年開催。劇作家志望者をサポートす
ることが目的とするラボ形式の講座で今回は昨年
12 月から本年６月まで。

■ 中国におけるオランダ芸術
ITI オランダセンターは上海万博の期間中、上海オ

ランダ文化センターで現代オランダ芸術を展示する。

■ イベロ • アメリカン独立 200 周年記念イベント
2010/5 月〜７月、ITI コロンビアセンター主催、
ヒスパニック劇場を特集する。

■ ダイアローグの芸術
知的演劇リサーチ • プロジェクトとして２年間の
長期にわたって調査を援助する。ベルリン、AKT-
ZENT 国際演劇センター。ヨーロッパ • コミッショ
ンのサポートで現在 17 の芸術団体、11 カ国が参
加しており、好評である。

■ リュブリアナ • ショーケース
６月／ ITI スロヴェニアセンターはリュブリアナ
フェスティバルの期間中スロヴェニアの舞台芸術の
エキジビションを試み、主にオープンエアーのパ
フォーマンスを紹介する。

■ ニュー • ドラマ • フェスティバル
５月 10 〜 15 日　ブラティスラバ（スロバキア）
スロバキア演劇研究所とアレーナ劇場が 2005 年以
来続けているフェスティバル。毎年、前年の最優秀
現代スロバキア作品と世界の秀作を紹介している。
発端は演劇現場の労働者や職人の要望から始まった
フェスティバル。現代スロバキアの演劇の傾向を知
るには最適。

■ 第 40 回スロヴェニア • ドラマフェスティバル
フェスティバル期間中に、ITI プレイライト • フォー
ラムのコミティー • ミーティングが開かれる。ITI
プレイライト • フォーラムは新人戯曲賞のコンペ
ティションを行っている。次回作品のテーマは「難
民／亡命者／アイデンティティー／移住者」で、現
代が抱えている世界的な問題を創作のベースにした
作品を募集する。締切６月 30 日。１人芝居は避け
ること。英語フランス語アラビア語の何れかで 100
ページ以上の作品。賞金あり（１等３千＄、２等
２千 $、３等千 $。www.playwrightsforum.com
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